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中　志　段　味　組　合　だ　よ　り ２０２３年（令和５年）１０月３１日（火曜日）

組
合
長

河
本

守
彦

総
代
会
を
開
催

「
令
和
四
年
度
収
支
決
算
」
等
を
承
認

令
和
五
年
七
月
二
十
三
日
（
日
）
に
サ
イ
エ
ン
ス
交
流
プ
ラ
ザ
に
お
い
て

総
代
五
十
三
名
（
う
ち
書
面
に
よ
る
者
三
名
）
が
出
席
し
、
松
原
尋
司
議
長
、

深
田
裕
一
副
議
長
の
も
と
に
第
六
十
一
回
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
五
年
九
月
十
日
（
日
）
に
サ
イ
エ
ン
ス
交
流
プ
ラ
ザ
に
お

い
て
総
代
四
十
九
名
（
う
ち
書
面
に
よ
る
者
五
名
）
が
出
席
し
、
松
原

尋
司
議
長
、
深
田
裕
一
副
議
長
の
も
と
に
第
六
十
二
回
総
代
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

下
記
の
四
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
長
あ
い
さ
つ
の
要
旨

第
六
十
一
回
総
代
会
議
案
概
要
な
ど

【
第
一
号
議
案
】

「
令
和
四
年
度
収
支
決
算
等
に
つ
い
て
」

★
収
支
決
算
書
（
抜
粋
・
収
支
決
算
内
訳
は
下
表
参
照
）

・
収
入
決
算
額

金
三
十
五
億
二
千
百
十
八
万
五
千
百
二
十
二
円

・
支
出
決
算
額

金
十
一
億
二
千
七
百
七
十
四
万
六
千
九
百
八
十
一
円

・
差
引
残
金

令
和
五
年
度
へ
繰
越

金
二
十
三
億
九
千
三
百
四
十
三
万
八
千
百
四
十
一
円

★
事
業
報
告
書
（
抜
粋
）

〇
会
議
関
係

総
代
選
挙
（
一
回
）
、
総
代
会
（
二
回
）
、

個
別
仮
換
地
変
更
（
案
）
説
明
会
（
二
回
）
を
開
催

〇
工
事
関
係

百
七
十
四
街
区
造
成
等
工
事

始
め
三
件

〇
調
査
設
計
関
係

令
和
四
年
度
中
志
段
味
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業

に
お
け
る
再
建
計
画
推
進
支
援
業
務

始
め
七
件

〇
事
業
費
決
算
総
額
（
累
計
）

令
和
四
年
度
末
ま
で
の
事
業
費
決
算
総
額

二
百
二
十
四
億
三
千
三
百
五
万
五
千
百
六
十
九
円

〇
借
入
金
の
状
況

令
和
四
年
度
末
借
入
金
残
高

八
十
六
億
六
千
八
百
万
円

★
財
産
目
録
（
省
略
）

収支決算内訳 （単位：円）【
報
告
事
項
】

「
大
規
模
商
業
施
設
に
つ
い
て
」

ご
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ご
出
席
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

今
回
の
総
代
会
は
、
令
和
四
年
度
収
支
決
算
等
、
変
更
事
業
計
画

書
（
案
）
（
第
七
回
）
、
換
地
規
程
等
（
変
更
案
）
、
及
び
特
別
の
宅

地
の
評
価
の
四
点
に
つ
い
て
ご
審
議
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

一
点
目
、
令
和
四
年
度
収
支
決
算
等
に
つ
い
て
は
、
経
常
的
な
経

費
の
ほ
か
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
事
業
再
建
と
大
規
模
商
業
街
区

に
関
す
る
も
の
に
限
定
し
た
決
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

二
点
目
、
変
更
事
業
計
画
書
（
案
）
（
第
七
回
）
に
つ
い
て
は
、
仮

換
地
の
再
指
定
に
向
け
た
変
更
事
業
計
画
書
（
第
六
回
）
に
基
づ
き
、

設
計
図
、
設
計
の
概
要
ほ
か
、
資
金
計
画
を
見
直
す
も
の
で
す
。

三
点
目
の
換
地
規
程
等
（
変
更
案
）
及
び
四
点
目
の
特
別
の
宅
地

の
評
価
に
つ
い
て
は
、
仮
換
地
の
再
指
定
を
行
う
た
め
に
必
要
な
規

程
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
、
ご
審
議
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。な

お
、
事
業
再
建
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
令
和
五
年
度
の
仮
換
地

の
再
指
定
に
向
け
、
地
権
者
の
皆
様
に
仮
換
地
案
に
つ
い
て
ご
理
解

い
た
だ
け
る
よ
う
、
個
別
説
明
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

再
建
に
入
り
事
業
を
進
め
ら
れ
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
が
、

い
よ
い
よ
令
和
六
年
度
の
工
事
再
開
に
向
け
、
準
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
大
規
模
商
業
施
設
の
保
留
地
に
つ
い
て
は
、
Ｂ
―
一
ブ

ロ
ッ
ク
用
地
Ｃ
を
コ
ス
ト
コ
と
の
契
約
に
向
け
、
最
終
調
整
を
し
て

い
る
段
階
で
ご
ざ
い
ま
す
。

我
々
役
員
一
同
、
早
期
の
事
業
再
開
、
事
業
完
成
に
向
け
一
致
団

結
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
総
代
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

【
第
二
号
議
案
】

「
変
更
事
業
計
画
（
案
）
（
第
七
回
）
に
つ
い
て
」

仮
換
地
の
再
指
定
に
向
け
、
変
更
事
業
計
画
書
（
第
六
回
）
に
基

づ
き
設
計
図
、
設
計
の
概
要
ほ
か
、
資
金
計
画
を
見
直
す
も
の
で
す
。

★
変
更
内
容

○
設
計
図

・
道
路
の
追
加
、
道
路
の
位
置
及
び
水
路
の
変
更

○
設
計
の
概
要

・
整
理
前
後
の
地
積
及
び
減
歩
率
の
内
訳

○
資
金
計
画

・
支
出

「
工
事
・
補
償
・
設
計
費
等
」
約
6
億
円
の
増

・
収
入

「
保
留
地
処
分
金
」
約
6
億
円
の
増

第
六
十
一
回

第
六
十
二
回

【
第
一
号
議
案
】

「
換
地
規
程
等
（
変
更
案
）
に
つ
い
て
」

仮
換
地
の
再
指
定
に
向
け
て
、
換
地
規
程
お
よ
び
土
地

評
価
基
準
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

★
主
な
変
更
点

〇
換
地
規
程

・
換
地
計
算
の
方
式
を
比
例
評
価
式
に
変
更

〇
土
地
評
価
基
準

・
地
区
の
特
性
を
踏
ま
え
評
価
項
目
を
追
加
及
び
修
正

【
第
二
号
議
案
】

「
特
別
の
宅
地
の
評
価
に
つ
い
て
」

仮
換
地
の
再
指
定
に
向
け
て
定
め
る
も
の
で
す
。

★
定
め
る
事
項

・
墓
地
、
防
火
水
槽
、
鉄
塔
、
私
道

第
六
十
二
回
総
代
会
議
案
概
要
な
ど

第61回総代会の様子

科目 決算額 予算額 科目 決算額 予算額

助成金 268,829,000 270,000,000 会議費 168,105 120,000

保留地処分金 0 1,289,000,000 事務所費 74,218,850 64,455,000

雑収入 162,636,967 135,146,000 工事費 68,972,200 116,800,000

仮清算徴収金 0 100,000 補償費 3,722,231 17,145,000

繰越金（令和3年度から） 3,089,719,155 2,983,696,000 調査設計費 280,123,957 303,997,000

借入金償還金 690,000,000 690,000,000

借入金利子 9,575,038 10,000,000

雑支出 966,600 1,213,000

仮清算交付金 0 100,000

予備費 0 100,000,000

計 3,521,185,122 4,677,942,000 計 1,127,746,981 1,303,830,000

　※令和5年度への繰越金は2,393,438,141円

収入の部 支出の部

総代会での主な質疑等は、

裏面に掲載しております。
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中　志　段　味　組　合　だ　よ　り ２０２３年（令和５年）１０月３１日（火曜日）

中志段味特定土地区画整理事業
令和4年度 決算図

【
令
和
四
年
度
収
支
決
算
等
に
つ
い
て
】

総
代
会
で
の
主
な
質
疑
等

Ｑ

諸
費
に
お
い
て
二
つ
の
弁
護
士
事
務
所
に

依
頼
し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

Ａ

弁
護
士
そ
れ
ぞ
れ
に
得
意
分
野
が
あ
り
、

再
建
計
画
や
大
規
模
商
業
保
留
地
の
契
約
関
係

に
長
け
た
弁
護
士
と
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の

関
係
で
普
段
相
談
す
る
弁
護
士
に
依
頼
し
て
い

ま
す
。

Ｑ

全
体
事
業
費
六
百
八
億
円
に
対
し
て
建
物
移
転

費
百
十
六
億
円
は
大
き
過
ぎ
な
い
か
。

Ａ

建
物
補
償
費
に
つ
い
て
は
建
物
の
構
造
や
床
面

積
等
を
調
査
し
、
基
準
の
単
価
で
算
出
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
建
物
移
転
費
に
は
道
路
を
拡
幅
し
た
際
の

工
作
物
の
移
転
の
費
用
も
計
上
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

高
圧
線
下
地
の
修
正
係
数
が
〇
・
七
と
な
っ
て
い
る
が
、

中
志
段
味
の
高
圧
線
下
は
建
物
が
建
て
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
も
っ
と
厳
し
く
し
て
も
よ
い
の
で
は
。

Ａ

愛
知
県
の
基
準
値
内
に
収
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
、

既
に
仮
換
地
が
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
無
理
に

変
更
せ
ず
、
現
在
の
係
数
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

今
年
、
仮
換
地
の
個
別
説
明
会
を
組
合
で
実
施
し
て
い
る
が
、

そ
れ
に
関
わ
る
換
地
規
程
や
評
価
基
準
を
今
回
の
総
代
会
の
議
題

と
し
て
審
議
し
て
い
る
の
は
順
番
が
逆
な
の
で
は
な
い
か
。

Ａ

仮
換
地
の
指
定
は
総
代
会
の
議
決
事
項
と
な
り
ま
す
が
、
仮

換
地
案
の
説
明
を
事
前
に
行
う
こ
と
は
任
意
の
手
続
き
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
変
更
予
定
の
事
業
計
画
書
及
び
変
更
予
定
の
換
地
規
程

等
に
基
づ
い
た
内
容
で
説
明
し
て
い
ま
す
。

換
地
計
算
方
式
を
変
更
す
る
こ
と
は
以
前
か
ら
決
ま
っ
て
お
り
、

愛
知
県
等
の
標
準
案
と
異
な
る
条
文
に
つ
い
て
は
換
地
設
計
の
方

針
と
し
て
先
に
説
明
し
て
い
ま
す
。

も
し
、
換
地
規
程
と
土
地
評
価
基
準
を
先
に
総
代
会
に
諮
っ
て

「
仮
換
地
が
大
き
く
変
わ
る
」
と
言
わ
れ
て
も
実
際
に
自
分
の
土

地
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か
分
か
ら
な
い
と
基
準
が
良
い
か
ど
う

か
判
断
し
づ
ら
い
こ
と
か
ら
、
仮
換
地
の
個
別
説
明
会
を
先
に
開

催
し
ま
し
た
。

【
変
更
事
業
計
画
書（
案）
（
第
七
回
）
に
つ
い
て】

Ｑ

事
業
計
画
書
（
案
）
に
「
詳
細
は
別
添
施
行
地

区
位
置
図
の
と
お
り
で
あ
る
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い

る
が
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

Ａ

変
更
認
可
申
請
の
際
に
添
付
が
必
要
な
図
面
で

あ
る
た
め
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。
今
回
、
設
計
図
は

添
付
し
て
い
ま
す
が
、
次
回
か
ら
は
位
置
図
、
区
域

図
、
設
計
図
の
三
点
を
添
付
し
ま
す
。

Ｑ

事
業
調
査
設
計
費
に
つ
い
て
、
令
和
四
年

度
土
壌
調
査
業
務
委
託
で
水
質
調
査
を
し
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
な
結
果
で
あ
っ
た
か
。

Ａ

九
十
八
街
区
に
お
い
て
以
前
ヒ
素
が
出
た

関
係
で
、
土
の
除
去
は
完
了
し
て
い
ま
す
が
、

汚
染
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る
た
め
に
二
年
間

の
継
続
し
た
地
下
水
の
水
質
検
査
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

四
年
度
の
業
務
で
調
査
を
完
了
し
、
令
和
五

年
二
月
十
五
日
に
汚
染
区
域
の
指
定
が
解
除
さ

れ
ま
し
た
。

【
換
地
規
程
等
（
変
更
案）
に
つ
い
て】

Ｑ

土
地
の
評
価
の
基
準
日
は
い
つ
か
。
事
業
計
画
を
変
更
す

る
度
に
変
え
る
の
か
。

Ａ

土
地
区
画
整
理
の
土
地
評
価
は
、
整
理
前
は
事
業
認
可

日
、
整
理
後
は
工
事
概
成
時
を

想
定
し
た
二
つ
の
時
点
で
行
い

ま
す
。

整
理
後
は
想
定
で
す
の
で
、

工
事
概
成
時
に
土
地
評
価
に
影

響
す
る
要
素
が
変
わ
り
、
土
地

評
価
を
修
正
す
る
必
要
が
生
じ

て
い
れ
ば
、
修
正
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
（
そ
の
際
は

工
事
が
終
わ
っ
て
い
る
の
で
、

清
算
金
に
反
映
し
ま
す
）

今
回
、
事
業
認
可
時
に
は
想
定

し
て
い
な
か
っ
た
、
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
や
ゆ
と
り
ー
と
ラ
イ
ン
と
い
う

評
価
要
素
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

対
象
施
設
に
追
加
し
て
い
ま
す
。

事
業
計
画
変
更
の
内
容
に
換
地

を
変
更
す
る
内
容
が
含
ま
れ
て
い

れ
ば
、
そ
の
内
容
に
基
づ
い
て
換

地
を
変
更
す
る
の
で
、
事
業
計
画

変
更
の
度
に
見
直
し
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

Ｑ

宅
地
の
擁
壁
に
つ
い
て
、
元
々
斜
面
地
だ
っ
た
宅
地
に
擁
壁

を
作
る
場
合
は
組
合
で
負
担
す
る
の
か
。
そ
の
場
合
は
得
を
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ

土
地
の
評
価
は
整
理
前
の
土
地
と
整
理
後
の
土
地
で
評
価
を

行
い
ま
す
の
で
、
元
々
平
ら
な
土
地
を
利
用
し
て
い
た
方
が
平
ら

な
土
地
を
利
用
す
る
の
と
、
整
理
前
が
大
き
な
斜
面
地
に
な
っ
て

い
る
方
が
平
ら
な
土
地
を
利
用
す
る
の
と
で
は
、
斜
面
地
に
な
っ

て
い
る
方
の
整
理
前
の
評
価
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

元
々
斜
面
地
だ
っ
た
方
に
は
既
に
大
き
な
減
歩
負
担
を
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
そ
の
う
え
で
擁
壁
を
作
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ

事
業
計
画
に
用
途
地
域
の
記
載
が
あ
る
が
、
当
面
そ
の
ま

ま
で
進
む
の
か
、
事
業
計
画
変
更
第
八
回
の
時
に
変
わ
る
の
か
。

Ａ

今
回
の
事
業
計
画
変
更
を
認
め
て
い
た
だ
い
て
、
事
業

を
進
め
て
い
く
な
か
で
用
途
地
域
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
名

古
屋
市
に
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

土地の売買及び相続等により土地の所有

権及び借地権を移転した場合は、速やか

に組合までご連絡をお願いします。
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